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10月の会報で「暑さ寒さも彼岸まで」と「天高く馬肥ゆる秋」を期待した時候の挨拶
でしたが「秋晴れ」は少なかったようです。11月は文化の日（今年はノーベル賞を二
つ）、七五三、勤労感謝の日（新嘗祭）酉の市と晩秋から初冬の催事があります。例年
と違う天候でインフルエンザなど感染症にお気をつけください。
さて、10月16日の伊藤寿先生の講演会には沢山の方の来場ありがとう御座いました。

講演をお聞きになれなかった方はYouTube「粋なカエサル・榎本武揚」で検索しご覧下さ
い。先生には来年2月に陸奥宗光を中心とした明治外交史の講演を予定してます。

11月20日は山口謠司先生の論語 「誠之」について講演会を予定してますのでご参加
ください。
今年は世田谷線100周年、沿線にお住まいの方には多くの思い出があるかと存じます。

「せたかい64号」2012年からシリーズで中村甲氏の「世田谷線 沿線各駅散歩」をご紹
介いたします。当時から10年以上経過してしてますので最近の様子など投稿をお待ちし
てます。

2025年文化勲章受章者
王貞治氏（元プロ野球選手、監督）、
辻惟雄氏（美術史家）、
片岡仁左衛門氏（歌舞伎俳優）、
川島康生氏（心臓血管外科学）、
小松和彦氏（民俗学）、
コシノジュンコ氏（ファッションデザイナー）、
山本尚氏（有機合成化学）、
北川進氏（錯体化学・ノーベル化学賞受賞者）の8名です
なお、今年のノーベル賞受賞者坂口志文氏は2019年に文化勲章受章者

渋沢栄一と論語
論語とは一言でいうと「人としてどう生きるか」考えた古典です
成立は紀元前5世紀頃、中国の春秋時代、孔子とその弟子達によって全編２０篇、約
500の章句で内容は人間関係・学び・政治・道徳・礼儀などに関する教えです。
日本には応神天皇の時代に中国から伝わり聖徳太子も学んだとされ、江戸時代には
士族はもちろん寺子屋で庶民教育の教材ともなり日本人に深く浸透した。
主な思想とキーワード
・仁 ；思いやり、他者への優しさ
・礼 ：礼儀、社会の秩序を保つ行動
・義 ：正義、道理にかなった講堂
・智 ：知恵、学び続ける氏姓
・信 ：誠実、約束を守る
これらな「五常」と呼ばれ儒教の基本的な徳目です


